
  

 

 

  

 

 

 

やりたいと思ったことを実現していく体験の大切さ 
                             副園長 大萩純子 

 

先日、年長組は、“きりんランド”を開店し、年中組と年少組を招きました。今回は、その内容に

ついてご紹介します。 

6月になり担任が『ロボットランド』という本を年長組に読み聞かせたところ、子どもたちから、

「自分たちもロボットの世界のような楽しいランドを作ってみたいな」という声が聞かれました。  

そこで、担任はこの楽しいランドの実現を通して学級のみんなと共通の目的に向かって物事に取

り組む楽しさや思いを実現させる喜びを感じてほしいと願い「仲間と一緒にお店をつくってお客さ

んを呼ぶのはどう？」と提案しました。 

すると、子どもたちは、目を輝かせながら、「どんなお店にしようかな？」と自分たちで考え始め

ました。日頃楽しんできた食べ物屋さんや、お得意の踊りを披露するステージ、乗り物、ゲーム、

アスレチック、ボーリングなど、いろいろなお店屋さんを作ろうと、“きりんランド”と名付けて取

り組みました。 

しかし、それぞれ勝手なことをしていては準備は進みません。“何を、どのように作るか考えて工

夫すること”“仲間の話を聞くこと”“自分の気持ちを伝えること”が大切です。活動の中でこのよ

うな体験を積み重ねてほしいと願い、担任は援助をしました。うまく実現できないことや友達との

気持ちのすれ違いから、トラブルが起こる場面もありました。でも同じ目的を実現したい気持ちが

あるからこそ、どうしたらよいのかなと考え合うようになってきました。そして、だんだん店がで

きてくると、みんなで作り上げていくことが楽しい、うれしい、と気持ちが増していきました。そ

のようなことを繰り返して“きりんランド”は完成しました。 

“きりんランド”開店の当日は、年長組は年中組、年少組をお客さんに迎えると、「やったー、お

客さんがきたよ！」と喜び、張り切っていました。その後は、自分より小さい年少組の背丈に合わ

せて店に案内する姿や、「いらっしゃいませ。」「こちらですよ。」「何にしますか？」と丁寧に声を掛

けて、年中組や年少組と温かく関わり合う素敵な姿が見られました。そして、みんなで“きりんラ

ンド”を作った達成感を味わっていました。 

また後日、この活動に刺激を受けた年中組、年少組は、各学級で再現遊びを楽しんでいました。

楽しい体験があったからこそ、「今度は、自分もこうしたい」という意欲や、年長組への憧れの気  

持ちが育ちます。年中組と年少組の担任も体験したことが自分たちの遊びにつながるように各学年

の発達に合わせ援助をしていきました。 

今後も、子供園では子どもたちが遊びの中でやりたいと思ったことを実現していく体験を重ね、

その中からさまざまなことを学んでいく姿を大切にしていきます。 
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・今月の指導・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

                       

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

ぱんだ組 

ぱんだ組で植えた夏野菜（トマト・キュウリ・ピーマン）に興味をもち、「赤くなってきたよ。」「大きくなった

ね。」「ここにもキュウリあるよ。」と日々生長していく様子を楽しみにしています。できた野菜は子どもと一緒に

収穫をして、調理さんに調理をしてもらい食べています。梅雨の合間の晴れた日には園庭で水遊びもしています。

気温が上がらずプールには入れませんが、水遊びや砂場でどろんこ遊びなど水や泥の感触を楽しんでいます。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●保育者や友達と触れ合ったり関わったりして、遊ぶ楽しさを味わう。 

●学級のみんなと一緒に体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

●水の感触を楽しみながら、様々な遊びや動きをすることで、開放感を味わう。 

今月は晴れた日はプールに入ったり、水遊びや泥遊びをしたりして遊びます。疲れも出やすくなると思います 

ので、食事・睡眠をしっかりとって元気に遊べるようにしましょう。 

 

うさぎ組 

梅雨に入り、天候不順な日が多いですが、新聞紙プールを繰り返し楽しむ中で「早く本当の水でプールしたい！」

と、プールに入ることに期待感を膨らませています。水着の着替えだけでなく、梅雨の季節は傘の開閉、カッパの

脱ぎ着などもあります。自分でしようとする気持ちを大事に見守り、できない時はやり方を丁寧に知らせていき

ます。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●保育者と一緒に好きな遊びを見付けて遊ぶ。 

●様々な遊びを通して、水に親しむ。 

●保育者に手伝ってもらいながら、自分でできることは自分でしようとする。 

暑い日も増え、疲れも出やすくなります。『早寝 早起き 朝ご飯』で、元気に遊べるよう、ご協力お願いいたし 

ます。 

 

きりん組 

絵の具を使って染紙や色水遊びを楽しんでいます。色水では、３原色を混ぜ合わせ色を作ることを楽しんでいま

す。「緑色が作りたい！」と話し、自分なりに工夫する子、色の面白さに気付き何度も試そうとする子、卵パックに

丁寧に一つ一つ違う色を入れていく子、と様々です。染紙では、丁寧に絵の具につけてゆっくり開いていくと、不

思議なきれいな模様が出来上がることを楽しんでいました。一つの遊びの中でも、幼児によって発見することや工

夫することが異なり、楽しみ方も多様な姿が見られました。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●興味があることに積極的に取り組み、自分なりのイメージを形にしながら進めていこうとする。 

●遊びの中で、思ったことを友達に伝えたり、相手の話を聞いたりしていこうとする。 

●水の心地よさや開放感を味わいながら、プールや水遊びを楽しむ。 

今月は暑くなるので、泥遊び・プール遊びを十分に楽しんでいきます。疲れも出やすくなるので、ご家庭では 

食事・睡眠をしっかりとり、翌日元気に登園できるようにしましょう。 

  



お 知 ら せ 

                                                        

① 口腔保健指導（ぱんだ組・きりん組）      7/１（木）  

すでにお渡ししました手紙の通り、 

杉並区教育委員会からの依頼のもと、園医（歯科医）と杉並区学校歯科医会の方が来園し、口腔保健指

導をしてくださいます。 

 

② カレーパーティー                ７/６（火）  

きりん組が種芋から育ててきたジャガイモを中心に、各学年が自分たちで育てた野菜を収穫して、 

調理室でカレーに調理してもらって食べます。 

詳細は、別紙でお知らせします。ご確認ください。 

※全員で同じものを食べる経験を楽しむために、搬入弁当はありません。 

 

③ 七夕                        7/７（水）  

   各学級で、七夕の話を聞いたり、七夕飾りを見合ったりして楽しい会をします。 

 

④ 1学 期 終 業 式                  7/２０（金）  

   子どものみで行います。 

〈降園時刻〉  うさぎ組 １１時３０分     ぱんだ組・きりん組 １１時４５分 

（各クラス１０分前にさかみち門からお迎えにきてください。） 

       ※☀おひさまグループの弁当がありませんので、搬入弁当はありません。 

       ※うさぎ組は、二学期から、午前保育の時の降園時刻が11時45分となります。 

    

⑤ 避 難 訓 練 （引き取り）              9/2（木） 

   緊急時を想定して引き取り訓練を行います。 

   詳細は、後日配布する「引き取り避難訓練」のお知らせをお読みください。 

      ☆ほしグループの方も個々の降園時刻での参加（全員）となります。 

 

⑥ 学 級 懇 談 会 

   きりん組9/６（月） ・ ぱんだ組9/７（火） ・ うさぎ組9/９（木） 

   〈 時間 〉９：１０から１０：２０まで 

   9時までに登園し、保護者の方は玄関からホールにお入りください。 

上履きと外靴を入れる袋をお持ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

《毎朝の健康チェックをよろしくお願いします。》 
 

※ 土日祝も体温を測って記入しましょう。 

  記入した日がズレてしまい、その日の記載がないケースが多々ありますので、 

    健康の把握としてはもちろん、記載のズレを防止する意味でも、毎日記入するように

しましょう。 

※ 慢性の疾患で、咳や鼻水が出る方は、あらかじめ園にお申し出いただいています。 

※ 夏季は、プールカードも兼ねていますので、〇×の記入も忘れずにお願いします。 

 朝は雨が降っていても、急に晴れて暑くなり、水遊びを行うこともありますので、 

 朝の天候に関わらず、〇×は必ず記入してください。 


